
被保険者数の推移

【背景】

団塊の世代の後期高齢者医
療制度への移行

社会保険の適用拡大
など

被保険者数が大きく減少して
います。
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令和５年度までは、一人あたり保険税額は横ばい、保険税収は減少傾向でしたが、
令和６年度の税率改正により、ともに増加となりました。

一人あたり保険税額（平均）の推移 保険税収入額の推移
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一人あたり保険税額、税収の推移
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一人あたり医療費、保険給付費の推移

被保険者の高齢化の進行や医療の高度化などにより、一人あたり医療費は増加
傾向です。

被保険者数は減少しているため、保険給付費はおおむね横ばいとなっています。

※R2は、新型コロナウイルス感染拡大による受診控えなどにより大幅に減少
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保険給付費の推移
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国民健康保険会計の状況

令和６年度は税率改正により収支（歳入ー歳出）は改善されましたが、マイナスが
続いています。令和８年度は、愛知県から示される標準保険税率に合わせることで
収支のマイナスを解消します。

（億円）

歳入・歳出の推移
※歳入は決算額から「前年度からの繰越金」、「基金繰入金」、「保険税負担緩和目的の一般会計繰入金」を除いた金額
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